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I　はじめに

　都市内部には，都市社会を形成する様々な社会

集団が存在し，彼らの行動がその都市の地域特性

を生み出している。例えば，商店会という社会集

団は，その都市の商業活動の中心的な担い手であ

り，彼らの活動はその都市の商業を分析する際の

重要な研究課題である。都市地理学の研究はこれ

まで，当然のことながら都市の経済活動を中心に

考察されてきた。しかし，現代の都市の多面的な

性格をみるとき，都市がもつ文化的側面にも研究

の照射を向ける必要があると考えられる。

　地理学で扱う都市の文化とは，都市を基点に空

間的に拡散される生活文化である。都市住民の生

活文化は，都市内部にとどまることなく，その周

囲の農村部にも影響を与えてきたし，現代ではこ

うした側面がさらに加速化されている。その顕著

な例は都市の祭礼であり，現代の都市祭礼は単に

宗教的な行事ではなく，都市の経済的，社会的側

面と密接に絡み合いながら，都市を中核とする地

域イベントヘと変質しつつある。このような都市

祭礼の変質をみるまでもなく，地理学は都市のも

つ文化的側面を研究対象の中に取り込むべきであ

る。すでに都市社会学や都市民俗学では，それぞ

れの観点から都市文化を考察しているが，地理学

では以下のような観点からの研究を行なう必要が

あろう。

　第一には，都市文化の担い手となる杜会集団の

形成とその変化を考察することである。都市住民

は町内会，商店会，老人会，子供会などのコミュ

ニティーを組織しており，また一方で様々な宗教

組織や文化的サークルにも加入している。これら

の組織が，都市の経済的変動の中でいかに形成さ

れ，再編成されるのか，そしてこれらの地域組織

がどのような文化的活動を担うのかを考察するこ

とである。第二に，都市周辺のみならず，都市文

化が他の地域とどのような関わりをもつのかを明

らかにすることである。このことは，都市文化が

商業活動の中で広く伝播する性質をもつことは歴

史的事実であり，また現代においてもマスメデイ

アによる空間的拡散が日々行なわれているからで

ある。

　このような2つの大きな課題に対して，本研究

では茨城県結城市を対象に（第1図），日本の地

方小都市における都市文化の担い手となる杜会集

団の考察を行なう。この理由は，都市社会の文化

を空間的に考察する際に，都市内部に形成された

様々な杜会集団の文化的活動，都市内部における

彼らの集団形成の分析が不可欠な課題となるから

である。この際には，社会集団の成立とその変化

をできる隈り追求し，都市の経済的変動の中で考

察するという方法を用いた。結城市は城下町起源

の都市であり，その歴史の中で新たに成立した社

会集団もあれば，すでに消滅した社会集団もある。

村落と比較して，人間の流動性が高い都市という

性格によって，今日まで継続している社会集団に

おいても，質的な変化や再編成が繰り返されてき

たことは，想像に難くない。また，歴史的変化を
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第1図　研究対象地域

　　　　（国土地理院発行2万5千分の1地形図

　　　　r下館」（1986年修正）図幅，同「小山」

　　　　（1986年修正）図幅を使用）

追求するために，様々な社会集団の中でも，必然

的に宗教組織の分析に比重を置く必要があると考

えられる。

　このような観点から，本稿ではまず都市結城の

起源とその変遷の中で，城下町の有力商人を中心

とした社会集団の形成とその変化を把握し，次に

明治期以降における自治組織の変遷の中で主に町

内会の変化を明らかにする。これらの成果の上に

たって，都市祭礼の担い手である様々な宗教組織

の変遷の解明をし，現代に至るまで都市祭礼がど

のような社会集団によって担われてきたかを明ら

かにしようとするものである。

皿　結城城下町の起源とその変遷

　皿一1　結城町の起源

　中世を通して，結城地方は結城氏の支配下に

あった。1440年（永享12）の結城合戦以降，1600

年（慶長5）に結城秀康が越前に転封されるまで，

現在の市街地の北東にある結城城が結城氏の本拠

であった。戦国期における結城城下の様子を伝え

る史料である「結城氏新法度」には，城下の町と

して，宿・西の宮・三橋・大谷瀬・玉岡・人手が

あげられている1）。戦国期においては，現在の市

街に継続する町は形成されておらず，個々独立し

た町が結城城の周辺に散在していた。現在の市街

に継続する近世結城町の起源は，1592年（天正20）

頃に建設されたとする説が有力である2〕。緒城氏

の家督を継承した羽柴秀康のもと，東西にのびる

3条の道を基本に町立てされ，同時に旧来の町や

その他の場所にあった寺院。寺社が移転してきた

（第1表）。これらの町や寺社は御朱印堀（御免

地堀）によって囲まれ，その内部は地子免除の特

権をもっていた。

　近世の結城町には，「結城十人衆」と称される

重立衆が存在した。近世結城町の町政は，町名主

を務める彼らを中核とした自治組織によって運営

されていた。「結城十人衆」の構成は，高徳仙右

衛門・赤荻長左衛門・赤荻市左衛門。早見治郎左

衛門。中里作右衛門。宮田彦四郎・和久井長右衛

門・宮田助右衛門。宮田孫兵衛・塚原弥左衛門で

あり，さらにそれに準じる家格として，砂岡治郎

右衛門・砂岡久右衛門・荒川市郎右衛門の3家が

あった3）、結城十人衆は，自らの出自を結城氏の

越前転封に際して結城に残留した家臣の末商と称

していた在）。これらの家のうち，中里作右衛門家

に関しては，同家に結城氏が発給した知行宛行状

が残されており，中世から結城氏家臣として存在

していたことがわかる5）。また，高徳氏は結城氏

家臣であった直接の証拠はないが，人手町の観音

堂に残る観音像の墨書銘に，1613年（慶長18）に

高徳平左衛門が檀那となって修理が行なわれたこ

とが記載されており6），近世初期から有力者とし

て存在していたことがわかる。赤荻家・早見家・

塚原家・砂岡家の墓所には，近世初期の宝筐印塔

が残っており7〕，これらの家が近世初期から有力

者として存在していたことを示している。

　十人衆の出自について，中里氏が渡し場であっ

た並木（中村）（現結城市中）・久保田（現結城

市久保田）に所領を有していたことから，同氏が

並木・久保田郷辺に本拠をもち，舟運と関わった

土豪的商人であったとする見解がある8〕。中里氏

以外にも，同じく十人衆の一員であった宮田氏は
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第1表 結城城下町の寺院（成立年代順）

等名 宗派 所在 成立 開基 備考

称名寺 真宗 浦町 鐘保4（1216） 結城朝光 下野国，西之宮町より移転。

■人輪寺 真言 戸野町 安貞3（1227） 一（締城晴朝） 常陸国河内郡，人手より移転。

阿弥陀寺 時宗 大切町 建治元（1275） … 凹

金福寺 時宗 西之常町 正1，じ2（1289） ■ 川木谷より移転。

常光寺 時宗 自銀町 永イ．二5（1297） 一（縞城晴勒） 他所より移転したともいわれる。

個松源■寺 臨済 観音1町11 建武3（1336） 締城政勝 結城政勝の御影堂。

釈迦堂 真言 長横町 正平034ト70） ’（締城政勝） 久保田，中館より移転。刈二頭天王社別当。

聯芳庵 臨済 観音町 ■延■文311358） 一（締城基光） 結城直■光の菩提所。

妙国寺 穀町 貞治元0362） ■ 水野氏の棟那箏。

臨済 塔之下町 貞治6（1367） 緕城直光 年代は■大殿建立の年。

安穏寺 曹11司 鍛冶町 1、む安4（至371） 結城直光 玉岡より移転。

光福寺 虞、言 西之宮町 長禄元（王457） ■ 成立年代はこれ以前と推定される。

孝顕寺 曹洞 立町 永正王2（ユ515） 縞城政剃 西玉岡（永正塚）より移転。

弘経寺 浄土 西1町 文禄4（1595） 締城’秀康 飯沼，下妻，西之側岨」．より移転。

喧宝珠院 真曽 戸野町 一1寛永100633）1 凹 現在は1u川山王にあり。

画乗蓮院 真書 浦町 一1寛永10（王633）1 一 ■

パ大泉院 莫言 穀町 一1寛永10（1633）1 ■ 常福寺とも号す。

画密語院 輿言 1榊11 一1寛永10／1633）1 ■ 一

何宝光院 真奮 浦町 一1寛永10（1633）1 ■ 不動堂別当。

。妙藏院 真書 戸野町カ 一1寛永10（1633）1 凹 ■

。護摩堂 真書 番匠町 一1寛永1011633）1 ■ u
宙鰯桂庵 臨済 塔之下町 一1慶安元（1648）1 一（結城茶光カ） 現在は華蔵寺に合併される。

宙医王院 真蕾 西之宮1酊11 一1慶安211649）； ■ 薬師堂別当。

。六本寺 一真書 寺1証∫ 一膿安2（16州1 絨城靭光 現孝獺寺他より移転。

。金剛院 真書 西之宮町 一1慶安2（1649）1 ■ 『

由般若院 真蕎 浦1珊1’ 一1慶安211649）1 1
’人輪寺門前。

宙覚窓庵 ’曹洞 戸野1町1’ 一1慶安211649）1 一 凹

。無垢庵 曹洞 鍛冶1町1」
… 川 ■

血神宵寺 天台 西之宮町 ■ ■ 依吉社別当。

画上ノ坊 山伏 西之富町 凹 凹 一

覚照寺 真宗 白銀1町I
… … 川

。清’光院 真言 紺廃1町1」
… … ■

画多聞寺 真言 木1町 H 一 鬼沙門堂別当。

。寿慶庵 曹洞 鍛冶11口’
一 … …

。長全院 曹洞 紺崖1酊1’
’ 一 虚無僧の宿。

。常法院 山伏 自銀1町1I
一 u ■

・不動院 1止］伏 白銀町 ■ 一 ■

。天王院 山伏 自銀1町1’
一 一 ■

画申常 山伏 自銀1町11
川 … ’

。常法院 山伏 戸張町 ■ 凹 ■

パ人法院 山伏 観音1皿1’
■ 一 ■

曲糞法院 山伏 観音阿11
■ ’ ■

画（山伏） 山伏 鉄砲1町11
’ … 一

血（行者） 山伏 神明町 … ■ …

画薬師撒 ■大切町
■ ■ ■

。は現存せず。年代欄のl1内は文書への初出年代。成立年代は、

欄の（　）内は関係の深い人物をそれぞれ指す。

　　　　　（緒城市史繍さん委買会繍／1983）：『絡城市史　錦5巻

絡城に移転した年代とは一致しない。開茶

近也樋史編』，紳城市， 537－543により作成〕
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久保田村に居住し，近世には河岸問屋として著名

であった宮田家の分かれと伝えている。また，赤

荻家に関しては，繁昌塚（現結城市繁昌塚）東南

に「赤荻市左衛門元ヤシキ山」がある9j。近辺の

鹿窪（現結城市鹿窪）には近世初頭に赤荻丹波の

存在が知られており1O），房山（現結城市房山）

から鹿窪にかけての地域が旧来の赤荻氏の在所で

あったと推定される。鹿窪は関本（現関城町関本）

や山川（現結城市上山川）から結城へと到る街道

が通っており，交通の要衝であった。中里氏を含

めたこれらの事例は，交通の要衝に在所を有し，

流通に関与した有力者たちが，縞城の町立てに際

して移転してきた可能性があることを示すもので

ある。

　1637年（寛永14）の「下野国結城郡本郷御検地

水帳写」（屋敷検地帳）には，22の分付主が記載

されている11）。分付主には，作右衛門（中里）

平左衛門（高徳）・二郎左衛門（早見）。和久井

といった十人衆を構成する町の重立衆の名がみら

れるほか，六本・たかや（多賀屋）・しんかい（新

開）・外記・織部・主水といった後の組名と重複

する事例もある。十人衆を含むこれら分付主が，

町立てに際して主導的な役割を果たしたと考えら

れる。彼らの末商が，その後も町役として町政に

関与していったのである。

　皿一2　近世結城町の景観

　近世結城町の景観を考える上で，ここでは1734

年（享保19）の結城町絵図を基に作成した第2図

を参照する12）。近世結城町は，御朱印堀（御免

地堀）によって囲まれた大町。浦町・西の宮町・

石町・鍛冶町・紺屋町・木町・寺町・永横町・大

切町・番匠町と，堀の外に位置する戸野町・神明

町・西圃プ立町・肝煎町・白金町・小袋町・塔ノ

下町・戸張町。観音1町によって構成されていた。

近世結城町の中心は，東西にのびる3本の道に

沿って両側町を構成する西の宮町・大町・浦町で

あった。この3町は，それぞれ東から上丁・中丁・

下丁に分かれていた。また，盆前・極月には大町

で四・九の，浦町で一・六の六斎市が立ってい

た13）。結城十人衆と呼ばれた町名主は大町上丁

とその周辺に屋敷を有しており，この一角が町行

政の中心を成していた。絵図からは，町名主の屋

敷が他の一般の屋敷と比較して広い敷地を有する

とともに，町の範囲に規制されない事例が存在し

たことがわかる。また，町名主の中には複数の屋

敷を各所に有する者もあった。

　結城町は寺院・神社が非常に多い町であり，絵

図にも多くの宗教施設が描かれている。なかでも，

浦町中丁にある牛頭天王社（現在の健田須賀神社）

は，結城町全体の鎮守として，町の範囲を越えた

信仰の対象となっていた。それ以外にも，多くの

神社が各町に散在していた。一方，寺院は石町の

西側・浦1町の南側に集中している。第ユ表は近世

の結城町に存在した寺院の一覧である。これらの

寺院のうち，近世以前に建立された寺院は様々な

宗派であり，これらは結城氏によって城下に集め

られたものと考えられる。これらは，いずれも比

較的大規模な敷地をもち，檀家も多かった。ただ

し，近世結城町においては，真言宗・曹洞宗寺院

の数が他宗派の寺院と比較して多かった川。な

かでも鬼怒川・小則1ト田川流域に展開する西の

宮門徒の拠点であった称名寺（浄土真宗）や，浄

土宗鎮西派の関東十八檀林の一つであった弘経寺

（浄土宗）など，結城は戦国期以前から周辺地域

の中心となる寺院が存在していた。

　他の都市と同様に結城においても，町ごとに特

定の寺の檀家に属する傾向はみられない。とくに，

近世以前に結城氏によって建立された寺の檀家は

結城町の全域に分布し，さらには周辺村落にまで

及んでいた。また，称名寺の赤荻家や安穏寺の高

徳家など，結城十人衆を構成する町の重立衆が，

これら寺院の檀家惣代となる事例もあった。大規

模な寺を除いた小寺院も，結脚町の各所に存在し

た。これら小寺院の存在が史料により明らかにな

るのは近世初期であり，そのほとんどは戦国期以

降の結城町の整備とともに建立されたと考えられ

る。
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　皿一3　近江商人の進出と町の変化

　ここでは醸造業，とくに酒造業の展開を事例に，

町における人の移動と，近世後期から明治・大正

期までの町の変化について検討する。結城町にお

ける酒造業者の実数とその分布が最初に知れる史

料は，！708年（宝永5）の町明細帳である丁5）。

これには，大町10軒・浦町2軒・西の宮2軒・石

町2軒・戸野町と永横町が各1軒ずつの計18軒の

酒造業者が記載されている。18軒のなかには，大

町の次郎右衛門（早見），作右衛門（中里），次郎

左衛門（砂岡），戸野町の弥左衛門（塚原），裏町

（浦町）の彦四郎（宮田）といった町の重立衆と

思われる名がみられる。

　化政期，「石町一件」と称される争いが断続的

に起きた。これは，酒。醤油など醸造用の米穀の

集荷・販売をめぐって，穀問屋と醸造業者や伸買

人とが争ったものであった。この騒動が石町一件

と呼ばれたのは，石町に米穀荷請の独占権をもつ

穀問屋が集住していたためである。石町一件の最

中に作成された1829年（文政12）の「差上申御請

書之事」によると，石町と争った醸造業者9人の

うち，近江屋の屋号をもつ者は，長兵衛（大切町・

酒造）・庄七（浦町・酒造）一忠兵衛（大町。酒

造）・久右衛門（大町・酒造）・善右衛門（浦町・

醤油醸造）の5人に及んでいる16）。当時の結城

町の諾産業のうち，近江商人の進出が最も著し

かったのが醸造業であり，結城町における酒造業

者の構成は，近江商人の参入によって一一変するこ

とになった。

　醸造業に従事した近江商人のなかでも，古参の

部類に入る事例に野問家がある。備生郡志3に

よると，野間家の結城町への出店はユ745年（延享

2）のこととされている17〕。野間家は大圃丁の中

里内蔵にて酒造を行なった。先の史料の近江屋久

右衛門がそれにあたる。また，『蒲生郡志Jには，

ユ816年（文化13）に西井家が結城に出店したと記

載されている。西井家は浦町で酒造を行ない，近

江屋庄七と名乗った。石町一件の背景には，近江

商人の参入による醸造業の活発化があった。石町

一件における醸造業者と石町との対立の要因は，

醸造業者が原料用の米穀を石町の穀問屋から購人

せず，生産者から直接購入したことにあった。酒

造業者は，穀問屋を通さず直接生産者や春米屋か

ら米を購入する理由として，仕込みが行なわれる

秋から冬にかけて集中的に米が必要であり，石町

からの購入だけでは不足であること，上品質の酒

を生産するために，次米・晩稲ではなく上米が必

要であり，石町ではまかないきれないことをあげ

ている18）。17世紀の後半以降，結城町で生産さ

れた酒の一部は鬼怒川・利根川水運を利用して江

戸へと出荷された19）。近江商人の酒造業への参

入の目的の1つに，江戸の市場も対象とした品質

のよい酒の生産があったと考えられる。

　明治期の結城町における酒造業の重要性を示す

史料に，1884年（明治17）の「結城町商況」があ

る20）。ここには，「此地二於テ売買ノ最モ盛二名

声ノ最モ盛ナルモノハ穀米ト縞城紬並二結城木綿

ナリ此三物産ハ実二結城町ノ盛衰汚隆ノ関係スル

所ナリ」と記載されており，米穀と紬木綿が当時

における結城町の代表的な特産物であったことが

わかる。しかし，同史料中の「結城町売買金ノ大

ナルモノ物名調」では，商金高の最も大きいのは

米雑穀の85，228．40円であり，次いで清酒造の

62，503，783円が続いていた。また，紬木綿は

38，8ユ8，354円で第3位であった。明治期になると，

酒造業は結城町における基幹産業となっていたこ

とがわかる。「結城町商況」のしヶ年商金高五

干円以上ノ商人姓名表」には，結城町の酒造業者

5人が記載されている（第2表）。近江屋を屋号

第2表結城市における商金高5，OOO円以上
　　　　の酒造業者（清酒）（ユ884年）

姓　名　　　　屋　号　　　見世所在地

野間登免

小西吉太郎

平田治平

吉沢元吉

西井新兵衛

近江屋　　　大町283番地

井筒屋　　　浦町696番地

近江屋　　　大切則丁7弓4番地

井筒屋　　　大町25王番地

近江屋　　　浦1町624番地

（「明治17年結城町商況」より作成）
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とする野問・西井・平田家をはじめ，井筒屋を屋

号とする小西・吉沢両家も近江商人であった。明

治期に入り，結城町の主要な造酒業者は，全て近

江出身者によって占められるに至ったのである。

　結城町で最大の酒造業者であった野間家は，

王902年（明治35）に国元に引き揚げ，その跡は小

西家に引き継がれた。西井家も1883年頃に酒造業

を廃業した。大正期に酒造を行なっていたのは，

小西（天王蔵・内蔵）・安井・保坂・浦里の各酒

造であった。安井酒造は近江商人の出自をもち，

石町に醸造所を有していた。保坂酒造は，幕末に

越後国から移転し，浦町下丁に醸造所を構えた。

浦里酒造の醸造所は西町にあった。

　大正期の結城町の景観を伝える史料にユ913年

（大正2）の「結城町市街明細地図」がある（第

3図）。この図は「附商工業名家案内」と銘打た

れており，当時の結城町の産業が示されている。

結城停車場から北へ進む宇都宮街道沿いは，各種

商店が軒を列ね，結城町で最も商店の密集した地

域となった。王889年（明治22）の水戸鉄道開通・

結城停車場の開業以降，この地域は新しい商業地

域として発展した様子が看取される。これに対し

て，旧来からの結城町の中心部に特微的なのは，

小西酒造の天王蔵・内蔵・東蔵である。近世にお

いて町名主の屋敷が集中していた地区は，明治期

には酒造施設が立地する地区へと変化した。

　大正期以降，結城町における酒造業は停滞期を

迎え，1941年（昭和16）の企業整理により，保坂一

浦里酒造を除く他の醸造所が廃業を余儀なくされ

た。結城町における酒造業の中心的な役割はここ

に終わりを告げた。明治・大正期における結城町

最大の酒造業者であった小西酒造天王蔵の敷地跡

は，結城市に委譲され，公民館・公園となり現在

に至っている。

w　結城中心部における自治組織の変遷

　皿一1　コミュニティーとしての町内会

　ユ590年代の城下町建設以来，結城では様々な空

間的単位のまとまりが伝統的に引き継がれてき

た。牛頭天王社（健田須賀神杜）の祭礼である祇

園祭は，結城城下町全体を単位とする行事であり，

結城全体の地域的結びつきを維持する役割を担っ

ていた。しかし浦町，大町，西の宮町などの「町」

が，より小さなコミュニティーの基礎単位として，

地域住民によって伝統的に認知されてきた。

　近世の結城城下町における町は，行政の末端組

織としての機能と同時に，地域住民の相互扶助組

織としての機能も有していた。近世以来，町を単

位として，年齢階梯や性別によって分けられたサ

ブグループが組織され，それぞれの二一ズや適正

に合わせて役割分担され，町内全体としての相互

扶助が成り立っていた。それらは，現在の青年会

や婦人会，老人会，子供会へと受け継がれており，

これらの行政主導の様々な生活組織は，町内会の

空間的範囲を基礎として編成されてきたといえ

る。このように，町内会の範囲は，地縁組織の基

本的単位となっており，町内会は様々な生活組織

のなかでも，中心的な役割を果たしてきた。

　このような町内会が，どのようにコミュニ

ティーとして機能し，いかなる変化を経てきたの

かを理解するために，町内会に関する史料や聞き

取りを通して，明治・大正期の浦町，および1995

年現在の西の宮町を事例に検討する。

　皿一2　明治1大正期の町内会一浦町を事例と

　　　　　して

　近世における町名主を中心とした町の運営は，

おそらく明治中期以降に，選挙で選ばれた人々の

手に引き継がれるようになったと考えられる。す

でに1903年（明治36）には，選挙の方法などを含

めた町の運営規約が定められていたからである。

本節では，ユ903年（明治36）と1924年（大正ユ3）

という2つの年次における浦町の「町内申会規約」

の比較を行ない（第3表），明治・大正期の緒城

における自治組織の一側面を明らかにする。浦町

は近世以来，商家の多い地区であり，大規模な家

も多かった21）。

　第3表によると，明治・大正期を通して役員の

選挙権・被選挙権を有するのは，選挙権が町費額

百円に対し金二銭以上の負担者（町費負担率O．2％
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第3表 明治・大正期における浦町申合規約の変化（玉903．1924年）

ユ903年（明治36） 1924年（大正13）

組織形態 宙管理者正副2名，協議負5名，事務員3名。 曲協議員5名，町務員30名，年度事務員3名。

画管理者が町務を管理。 画協議員が町務を管理。

画協議輿選挙権は町費額百円に対し金二銭以上 ㊥町務員は選挙権・被選挙権とも町費負担率

の負担者（町費負担率O．2％以上）。同じく被 O．2％以上。

選挙権は3％以上。

宙管理者は協議員の互選，事務員は選挙権・被 画協議員・年度事務員とも町務負の互選。

選挙権とも町費負廻率0．2％以上で選挙。

画町費負担率0，2％以上の者はすべて祭事員。 画祭事員に関する規定なし（細則に規定の可能

性あり）。

画役員に対する罰則規定なし。 ㊥協議員・町務員は，ふさわしくない行動が

あった場合，町務員総会で除名。

個役員の勝手な辞任を禁ずるものの，罰則規定 固役員の勝手な辞任は、玉ケ年町費倍額徴収。

なし。

町費 回賦課対象は町内居住者。 国賦諜対象は町内居住者，および町内に土地・

建物を所宥する者。

・予算は7月に役員会議で決定。 岨予算は6月に町務員会で決定。

。過剰金は管理者へ預入。不足金は管理者が貸 宙過剰金は翌年度に繰越。不足金は一時借入。

付。 預入・借入については町務員会に報告。

画町費諜目は消防費・祇園祭費・秋季祭費・臨 画左に加えて，衛生費・適路下水費。

時費・雑費・備晶費。

藺町費の賦諜等級は，事務員と同等の選挙によ 宙！5名の調査委員は1町務員と同様に選出され，

る15名の調査委員が決定。 その決定に異議申立はできないと規定。

その他 画火番を冬季に行なうことを規定。 宙火番に関する規定なし（細則に規定の可能性

あり）。

圃町内に消防委員がいる。 画町内に消防委員・衡生委負がおり，それぞれ

結城町の消防組合・衡生組含に所属。

画細則なし。 画消防・衡生・祭礼・道路下水・町費賦課・選

挙の各細則を規定。

（結城市公民館所蔵文書「浦囲岬合規約」（1903年，1924年）により作成）

以上），被選挙権が同じく3％以上の町費の負担

者に限られていた。しかしながら，大正期になる

と，役員として町務員30名を選出し，この町務員

の被選挙権に関する町費負担率はO，2％以上へと

低減された。組織の管理は，管理者個人から協議

員の集団へと移行され，役員に対する罰則規定の

導入と合わせ，大正期の管理強化は，2つの年次

問に会計運営において何らかの問題が生じたこと

を推測させる。この結果，より多くの人々が町の

運営に参加する形へと規約が改定されている。

　町費の支出項目をみると，健田須賀神社の祇園

祭（夏祭り）と秋祭りに対する費目があげられて

いる。町会の年度が祇園祭に合わせて6月または

7月に始まることと併せて，祭の挙行が町内会の

運営にとって，重要な意味を持っていることがわ

かる。その他の項目をみると，明治期の火番や大

正期の衛生費・道路下水費についての規約は，結

城町内におけるユ902年（明治35）の火事や，大正

期の伝染病流行の影響を受けて定められたものと

推察される。また大正期の規約から，消防組や衛

生組合がすでに存在していたことも看取される。

なお，結城町の納税組合は昭和初頭に生まれてお

り，それ以前には税金の徴収は町役場が直接行

なっていた。
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M　結城城下町における宗教組織とその変容
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第5図

100m

結城市西の宮町の町内会組織の範1理

（1994年）

（聞き珂又りよりイ乍成）

　v－1　地縁による宗教組織

　1）鎮寺とその祭礼組織

　一一般に，近世における神社は，寺が別当を務め

ることが多く，結城においても神主のいた神社は

浦町の牛頭天王社と戸野町の西の宮大明神（現恵

比寿神社）の2社にすぎなかった23）。結城町の

鎮守であった牛頭天王社でも，神主が奉職してい

たにも関わらず，明治期に人るまで永横町の釈迦

堂が別当を務めていた。

　1752年（宝暦2）の「牛頭天王奉加無尽帳」に

よって，当時，牛頭天王社へ寄進した人々の分布

を示したのが第6図である。これによれば，寄進

者は大町に圧倒的に多く，結城十人衆などの重立

衆をはじめとする大町の有力な町人が牛頭天王社

を支える中心になっていたことが伺える。また，

このとき結城城主から金ユOO両の寄進をうけてお

り，城内からも結城城下町の鎮守として認識され

ていたといえる。このように近世の牛頭天王社は，

結城の鎮守として，とくに武士や有力な町人の信

仰を集める存在であった。

第6図　牛頭天王社への町別寄付件数（！752

　　　　年）

　　　　（赤萩和弥家文書「牛頭天王奉加無尽1帳」

　　　　より作成）
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　牛頭天王社（須賀神社）は，ユ870年（明治3）

に小塙（現結城市結城上小塙）にあった健田神祉

と合社し，健田須賀神社となった。健田須賀神祉

の神輿新設に関するユ891年（明治24）の寄付帳を

よると，野問家や小西家といった造酒屋がもっと

も多額の寄付を行なっており24〕，第汀章でみた

ような町の有力者の交替が，鎮守の担い手の変化

にも反映されている。

　この健田須賀神社の最大の祭が，旧暦の6月11

日から18日まで行なわれた祇園祭である。この期

間，大町の天王屋敷を神輿の旅所とし，その神輿

が神社と旅所との往復に城下の各町を巡行する。

1872年（明治5）には，22か町の総代として，大

町・浦町・西の宮町・石町が運営にあたり，祭の

費用もこの4か町で負担していた25）。この4か

町は，近世の結城における有力な町であることか

ら，近世にも祇園祭はこの4か町を中心に行なわ

れた可能性が高い。そして祇園祭の挙行は，これ

ら4か町の権威を高める役割も果たしていたと思

われる。また，明治期から第2次世界大戦前まで，

神輿とは別に，大町と浦町が祇園祭に屋台を出し

ており，とりわけこの2つの町が祇園祭を支えて

いたといえる。

　2）町単位の宗教組織

　結城城下の各町にはそれぞれ堂社があり，檀家

をもたない小寺院が堂杜を管理していた。小寺院

の大部分は今日，寺院としては残っていない。し

かし，その一部は，木I町の毘沙門堂や西の宮町の

薬師堂のように堂として残っており，檀家をもつ

寺院よりもむしろこのような堂が，人々の日常的

な信仰を集めていた。小寺院の宗派に関して，真

言宗や山伏の割合が高いことは，これらの小寺院

が加持祈祷などの活動で人々の生活と深く関わっ

ていたことを示口菱している。これらの堂社はおも

に町単位で祀られ，日待が行なわれる場になって

いた。結城では日待の存在を示す石造物が！7世紀

後半からあらわれ，永横閥丁の釈迦堂に1673年（寛

文13），鍛冶町の安穏寺に！689年（元禄2）の十

九夜塔が残されている26〕。

　木町の毘沙門堂は，その位置からおもに大町の

人々によって祀られ，とくに18世紀後半から19世

紀前半の石造物が多く残されている27）。史料に

よれば，この毘沙門堂は！683年（天和3）に建て

られ，1691年（元禄4）と1734年（享保ユ9）に開

帳されており28），すでに近世中期には人々の信

仰を集めていたことがわかる。毘沙門堂の日待は

旧暦の11月3日に行なわれ，明治期に入ってもこ

の「毘沙門まち」は賑やかであったと伝えられて

いる。一方，毘沙門堂とほぼ相対する位置にある

西の宮町の薬師堂では，1月，7月の14日に日待

が行なわれていた。薬師堂は西の宮町のうちの上

町で祀られている。以前には，どちらの日待にも

山伏が参加していたといわれており，近世にはそ

れぞれの堂を管理する多聞寺や医王院に住む山伏

ないし僧侶が，町の堂の日待をとり仕切っていた

ことが推察される。

　結城の申心部にあたる大町や西の宮町以外の町

でも，町単位での日待が多数存在していた。紺屋

町の清光院跡には，1739年（元文4）の地蔵像と，

1708年（宝永5）・1756年（宝暦6）の2基の観

音塔があり，第2次世界大戦直後まで，男性が地

蔵講，女性が観音講の日待を行なっていた。これ

らの石造物の年代から，遅くとも18世紀に入る頃

には，結城城下の各町でこうした日待が始まって

いたと考えられる。また，こうした堂社は，町の

人々が相談などで集まる場所としても機能してお

り，宗教面だけでなく，生活全般にわたる町のよ

りどころであった。

　M－2　宗教組織の変容

　1）町単位を越える宗教組織

　近世後期以降，ひとつの町で祀られるだけでは

なく，複数の町々から信仰を集める堂社が結城に

あらわれる。例えば，西の宮町の愛宕神社は，西

の宮町の下町で管理されており，結城の他の堂杜

と同じように西の宮町で日待（毎月24日）が行な

われていた。一方，西の宮町の北隣にある石町の

一部では，明治期に町内の酒造業者から起こった

火事を契機として，愛宕講を結成し，この愛宕神

社から毎年札をうけるようになった29）。つまり，
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愛宕神社は西の宮町と石町の別々の組織によって

祀られたことになる。とくに，愛宕神社に対する

信仰の拡大が，酒造業という産業の展開と結びつ

いていたことは注目に値する。なお，この愛宕神

社は1903年（明治36）の本殿修復の際に，西の宮

町・石町・大町。浦町・西町・紺屋町・戸野町の

7か町の人々から寄進を集めており30j，西の宮

町・石町以外の町々にも信仰が受容されていた。

愛宕神社はその御利益から，火を用いる職業の

人々の信仰をも集めており，例えば，菓子業者た

ちは1927年（昭和2）に鳥居を奉納している。

　愛宕講と比べ，より広域的に組織されたのが観

音町にある人手観音を信仰する観音講である。人

手観音は安産。子育ての神とされ，女性の信仰を

集めてきた。この人手観音の境内には1849年（嘉

永2）に女人講中が奉納した石造物がある。そこ

に刻まれている女性の名前の大半には屋号が付い

ており，講の構成員には商家の者が多かったこと

がわかる。在所別の内訳は，浦町18名・大町8名・

永横町6名・番匠町3名・白銀圃丁1名となってお

り，すでにこの時点で浦町を申心に観音町以外の

町の人々が講に加わっていた。現在では，各町に

住む講の世話人が，その町の札をまとめてうける

ことになっており，結城市内を中心に約1，500人

の講員がいる。

　2）参拝講

　結城町内にある寺社を対象とする講だけでな

く，結城の外部にある寺社に参拝するための講も

数多く結成された。現在も木曽御岳，三峰山，成

田山，善光寺などへの参拝講が組織されている。

　このうち，今日の結城においてとりわけ盛んな

参拝講として，木曽御岳講と三峰講があげられる。

木曽御岳講は，結城十人衆の一人であった中里作

右衛門（！844年（天保15）没）が創始したもので

あり，夏を中心に御岳参拝を行なっている。現在，

正式名称を木曽御岳本教関東巴講本洞教会と称

し，結城だけでなく関東各地に講員が分布してい

る。この関東巴講に属する先達（祝詞を白分であ

げることができる宗教者）は約180名おり，この

うち結城市内に約40名が在住している。また，神

明町には御岳神社があり，関東巴講によって各種

の祭礼が行なわれている。一方，三峰講は，結城

平和講と称し，東京からの来住者によって大正期

に始められたものである3ユ）。結城平和講は，原

則として講員全員で毎年5月に三峰山参拝を行な

い，火防の信仰が中心となっている。講員は，白

銀町。国府町。肝入町・立町。西町。戸野町。大

橋町など城下の南部。西部の地区に多く，これら

の町では，町単位で世話人が選ばれている。白銀

町や国府町は明治期の鉄道開通以後に発展した町

であり，この三1峰講講員の分布は，講発足の経緯

とあわせて，三峰講が相対的に新しく結城に移り

住んだ人々を中心としたものであることを示して

いる。

　この他，現在は消滅したものの，近世には伊勢

講など各種の参拝講が，結城に存在していた32〕。

また第2次大戦期までは，富士講が盛んであった。

立町には以前，富士行者が住んでおり，行者のい

た家の地内には富士塚が残っている。そこに建て

られている1913年（大正2）の「富士浅問大神碑」

には，建碑賛成者として小西吉太郎・中沢清八・

奥沢庄平といった当時の有力者たちが名を連ねて

いる。また大町には浅間神社があり，明治期から

昭和初期にかけての石造物がいくつかみられ，こ

の時期に富士講の活動が盛んであったことをしの

ばせている。

　これらの参拝講の構成員の分布は城下の広い範

囲にわたり，結城市外にまで及ぶものもあった。

しかし一方で，三峰講にみられるように，こうし

た参拝講は，ときとして町を単位として組織され

ていた。このことは前節の観音講に関しても同様

であり，全町にわたるような宗教組織の中にも，

町を組織上の基本単位としているものがみうけら

れる。

　3）同業者講

　地縁ではなく，職縁をもとにした講も古くから

存在した。結城における重要な産業のひとつで

あった酒造業者が組織したのが松尾講であり，第

2次世界大戦直後まで，西の割11丁の松尾神社を

祀っていた。！747年（延享4）の史料によれば，
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結城町の酒屋仲問で松尾講を組織し，7軒の蔵が

これに加入していた33）。また史料によれば，こ

の松尾講は結城以外の酒造業者からも金銭を集め

ている。この酒造業者の分布を示したのが第7図

である。同業のつながりから生まれた松尾講が，

かなり広い範囲にわたる同業者とも，職業を媒介

とする信仰的関連を有していたことがわかる。

　同業組合的な講が今日まで続いている例として

は，大工や鳶職の人たちによって組織されている

太子講があげられる。このうち大工の太子講はユO

月22日に行なわれ，結城市建設協同組合に加入す

る業者のうち，結城町内のものが数十名参加する。

現在，この太子講のときに掲げられる聖徳太子の

掛け軸には1870年（明治3）の銘が入っており，

当時は数名の親方だけで講を行なっていたと伝え

られている。なお，先にも取り上げた189ユ年（明

治24）の健田須賀神社への神輿寄進には，大工10

名で一括して金5円を寄進しており洲，太子講

　　　　　　鰯　　⑱　鐙
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第7図　結城の松尾講に寄付した他町村の酒

　　　　造業者（1748年）

　　　　（結城市公民館所蔵文書「松尾講」より

　　　　作成）

以外にも同業者単位で活動していたことがわか

る。

　また，健田須賀神社の祇園祭の際に，神輿を先

導する役目をもつ猿田彦を演じる人々が集まっ

て，猿田彦信徒会を緒成している。信徒会は祇園

祭が終わった後，栃木県の古峰神社に参拝し洲，

5年に1度の頻度で，伊勢の猿田彦神社を訪れて

いる。構成員は十名から十数名であり，第2次世

界大戦直後まで，家具屋曲洋服屋。屋根屋・下駄

屋といった職人がその大半を占めていた。最近で

は，半分ほどがサラリーマンとなっており，同業

的な意味合いが薄れてきている。

　同業としてよりも，家ごとの行事としての性格

が強くあらわれているのが恵比寿講である。これ

は，商家が旧暦の10月20日に自宅で恵比寿を祀り，

奉公人や女中，さらに出入りの農家などに食事を

振舞うという行事である。西の宮のS家では，恵

比寿の掛軸を前に，鯛と生きている鮒が供えられ，

煮染や煮物が高台の膳に給せられた。しかしなが

ら，第2次世界大戦直後には，住み込みの奉公人

はいなくなり，次第に各商家において恵比寿講は

廃れていった。

　本節で取り上げた講は，結城における職業的な

講の一部にすぎない。しかし，この少数の例だけ

みても，職業を機縁とする宗教組織の申には，松

尾講や恵比寿講のように，経営形態や生活様式の

変化に伴って消滅する講がみられる。また猿田彦

信徒会のように，職人の減少といった就業構成の

変化に伴って，同業者講としての性格が変容する

講もある。このように，時代による産業の変化に

講の活動が大きな影響を受けてきたことが理解で

きる。

V　現代における宗教組織とその変容

　V－1　宗教施設の分布

　第8図は，茨城県及び結城市内における仏教寺

院の宗派別分布状況を示したものである36）。茨

城県には1989年現在，1281の寺院が現存している

が，このうちの35％が真言宗系の寺院であり，つ

いで天台宗，曹洞宗の寺院が16％を占めている。
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第8図　茨城県及び結城市における仏教宗派

　　　　別分布率（1989年）

　　　　（茨城県総務部総務課（1989）より作成）

写真1　愛宕札納札所（石町）（1994年5月

　　　　撮影）

同年次の結城市内には，38の仏教系寺院が現存し

ており，これは県内の市町村では，つくば市，土

浦市，水戸市についで第4位にあたる数である。

宗派別では，真言宗系の寺院が19と全体の半数を

占めている。ついで曹洞宗が9寺院である。県内

に多く分布している天台宗の寺院は，結城市内に

は分布していない。釈迦堂，大輪寺，光福寺など

真言宗の有力寺院は，古代・中世以来の歴史を有

し，戦国期においても多数の僧侶を抱え，活況を

呈していた37）。曹洞宗も同様に，戦国期を通じて，

結城氏や山川氏の保護を受けて発展した38）。近

世になると，真言宗や曹洞宗の有力寺院は小寺庵

を建立し，住職退院者や弟子を住まわせるなどし

て，多数の末寺や多くの檀家を獲得していったと

言われている39）。

　第n章でも検討したように，宗教施設は，町内

において景観の有力な構成要素を占めている（第

1表及び第2図）。各町内には地蔵堂や薬師堂，

観音堂といった堂社があり，前章で述べたように，

このような堂祉は，近世より人々の生活と深くか

かわり，町単位で日待が行なわれていた。これら

の日待は，次節に述べるように現在でも引き継が

れている。また各町会の境界部には，愛宕神杜の

神札の納札所が懲てられている（写真ユ）。これは，

茨城県の岩問町にある愛宕山神社へ代参し，火防

祈願の神札を祀る。代参の人数や1痔期は町会に

よって異なるが，例えば永横町や肝入町では，1

月に2～3人で代参している。これらの宗教施設

の多くは，近世期以前に成立し，様々な変遷を経

つつも，現代に至るまで存続してきたものである。

しかもこれらの宗教施設は，単なる景観の一要素

ではなく，人々によって祭祀が行なわれ，現代で

も町の人々の生活空間の一部を占めている。

　V－2　西の宮町における町内の行事と祭礼

　1）町内全体を単位とする宗教組織

　第皿章でも述べたように，西の宮町内の行事は，

町内会長以下の役員および，評議員のうち当該年

度の年番を中心に運営が行なわれている。第4表

は，ユ970年及び1994年における，西の宮町内会の

行事録である。本表からわかるように，西の宮の

町内会行事の中心は，住吉神社及び健田須賀神社

の祭礼である。また西の宮の町内には公民館はな

く，住吉神社の拝殿が町内会の会合に用いられて

いる。両年時を比較すると，1970年度には，住吉

神杜の本殿改修工事が行なわれた関係で，各種会

合の回数はかなり異なっている。しかしながら，

役員の人事，予算決算等会合を除けば，町内会の

運営は，健田須賀神社，住吉神社両社の祭礼に合

わせて行なわれていることがわかる。

　a）健田須賀神社

　町内で行なわれる行事・祭礼の中で最大のもの

は，毎年7月中旬の金，土，日曜日に行なわれる

祇園祭である。祇園祭は健田須賀神社の祭礼であ
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　住吉杜の主祭礼は4月29日の「お神楽太々」と，

11月23日の「住吉祭り」である。お神楽太々の行

なわれる時期は，住吉社の境内に植樹されている

八重桜が見頃になる時期でもある。例年八．重桜ま

つりとして親しまれており，境内には出店が立ち

並び，町内会の人々を始め多くの参拝者で賑わう。

祭礼の当日は，結城市山川地区から呼ばれた巫女

が神楽を社殿にて奉納する。神楽奉納の儀が終了

すると，境内にて餅まきが行なわれる。また紅白

の餅が，祭礼終了後に西の宮の各戸に配られる。

秋の住吉祭りでは，健田須賀神社の宮司が祝詞を

あげる。西の宮の年番と，住吉社を鎮守として祀

る各町の町会長が参加する。この他に，住吉社で

行なわれる西の宮町の行事は元旦祭である。元日

の午前O時から行なわれる元朝参りでは，甘酒が

初参りをする参詣者にふるまわれる。2月の節分

の行事は，1980年代までは，豆まきやバザーといっ

た催しが行なわれていたが，現在ではお宮を開け

るのみとなっている。各祭礼の終了後，慰労会を

兼ね，町内の飲食店で直会が行なわれる。

　住吉神社の経費は，氏子崇敬費として1町内各戸

から徴収されるのではなく，崇敬者からの奉納金

と寮銭を中心にして賄われている。奉納金は，太々

神楽，住吉祭の両祭礼時を中心に全収入（繰越金

を除く）の53％を占めている。養銭による収入は

年間に約9～10万円である。また住吉神社の北部

にあたる結城市栄町に神社所有の山林がある。農

一地解放以前には，この他に田畑を有していたが、

現在ではない。神社の維持管理は，西の宮町内の

有志が行なっている。具体的には，年4回（4，

7，10，12月の日曜日）の境内にある池の清掃，

毎年7月，祇園祭の直前の日曜日に行なわれる雑

草除去作業，及び桜の木の消毒などがあげられる。

　また境内の空地には，約20台分の駐車場スペー

スが設けられ，そこから賃貸収入を得ている。契

約者の多くは西の宮の住民であり，ユヶ月あたり，

3，OOO円の賃貸料金である。ただし，駐車場経営

で得られた収入は，宗教活動外のものであり，法

人税，地方税等，約30％の課税がなされている。

この駐車場の賃貸から得られる収益は，神祉の本

殿その他の修理費用や，清掃，除草費用，あるい

は西の宮町内会の会計に組み込まれ，祇園祭への

奉納金としても用いられている。

　お神楽太々と住吉祭りは，本来は春祭りと秋祭

りであり，旧暦の2月15日，10月24日にそれぞれ

行なわれていた。しかし1970年代頃からは，就業

構造の変化に伴う住民の生活様式の変容もあり，

ユ978年から現行の日程で祭礼が行なわれている。

この祭りの変容は日程だけにみられるものではな

い。祭礼への参加地域もまた変化している。1950

年代までは，小山市高侍地区の人々も祭礼に参加

していたが，現在では参加していない。これに対

して，結城市北部地域の町会が祭礼に参加するよ

うになったのは，！960年代になってからのことで

ある。北部商店会は，西の宮町，石町，鍛冶町，

神明町，紺屋町の5地区を単位として，ユ959年に

組織された。北部商店会の初代会長は，西の宮の

町会の運営に長年尽力してきたM氏であり，石町，

鍛冶町，神明町，紺屋町の各町会長が住吉神社の

祭礼に参加するようになったのは，この北部商店

会の結成を機縁とするところが大きい。住民の意

識においては，住吉神社は西の宮の産土社である

という意識が強く，神社の維持・管理も西の宮の

住民の手によって行なわれている。しかし春の祭

礼が，八重桜祭りという形で現代瓜に変容してい

る例をとるまでもなく，生活様式の変容は祭礼の

時期及び担い手に大きな影響を与えていることが

わかる。

　2）西の富上町を単位とする宗教組織

　薬師堂では，年に2回，西の宮上町（第5図）

の住民を中心として祭祀が行なわれている。現在

では，祭礼日は新暦の2月14日と8月ユO日である。

当日は光福寺の住職が来て，薬師堂内で護摩法要

を行なう。薬師様は眼病に効くとされ，1960年頃

には，祭礼の当日に露店商が店を連ねるほどのに

ぎわいであったといわれている。薬師堂は，西の

宮上町の女性たちが中心になって維持・管理が行

なわれており，年に2回の清掃活動がある。薬師

堂の維持・修復費として，境内の土地を駐車場と

して賃貸しており，そこで得られた収入を運用し
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ている。また祭礼の当日には，西の宮上町の住民

からユ戸あたり1，OOO～5，OOO円の寄付金を集めて

いる。

　3）西の宮下町を単位とする宗教組織

　愛宕神杜の氏子地域は，西の宮，石町，そして

大町の一部（3軒）である。しかし神社の維持・

管理は，西の宮下町（第5図）で行ない，氏子役

員は全員西の宮下町の住民である。祭礼は現在年

1回であり，8月24日に執り行なわれる。祭礼当

日は氏子役員8名が出席し，健田須賀神杜の神主

が，愛宕神社拝殿で祝詞をあげる。世話人は氏子

地域の各世帯に対し，翌25日に愛宕神社の神札を

配布する。

　愛宕神社は火防の神として信仰されている。石

町では，町内を単位として愛宕講が組織されてお

り，各世帯とは別に町内で神札を受け，町内の境

界部の辻に神札を奉納し，町内安全の守護祈願と

している。現在では年1回の祭礼および神札の授

与を除けば，特別な宗教行事はない。氏子役員が

年2回，西の宮下町の氏子全員で年ヱ回（祇園祭

の直前の日曜日）境内の清掃作業に従事する程度

である。

　氏子崇敬者から徴収する年問の灯明料は約4万

円であり，餐銭収入が約ユ万円になる。またユ975

年頃から，境内地の一部を駐車場として賃貸して

いる。10台分の駐車スペースがあり，賃貸料金は

ユヶ月に3，O00円である。駐車場の賃貸者は西の

宮下町の住民が中心である。これらの収入は，祭

礼の時の神主（健田須賀神社の神主が兼務）への

謝礼及び祭礼終了後の直会に使われるほか，社殿

の修復の経費としても当てられる。辻札や守護札

として配布される愛宕神社の神札の作成は，下妻

市にある普門寺に委託している。

　愛宕神社の祭礼も，第2次世界大戦後のユ950年

頃までは大変賑やかであった。当日は神杜の境内

で，ほおづき市が催され，西の宮町内には露店商

が立ち並び，夜になると灯篭のイルミネーション

が町内を飾っていたという。第2次大戦以降，祭

礼も簡素化され，信仰圏も狭域化しているが，現

在でも町内にある御利益神としての機能を有して

いるといえる。

v　おわりに

　城下町結城は，近世中期頃まで結城十人衆と呼

ばれた有力町人が，それぞれ町名主となって指導

的役割を果たしていた。結城の総鎮守は牛頭天王

社であり，その祭礼もまた結城十人衆を中心に執

り行なわれた。このことから，町政とその自治組

織については史料上不明な点が多いが，結城十人

衆が城下町結城の経済と社会を動かしていたこと

は明らかであると考えられる。一一方，結城町内の

各町には各町の鎮守として堂社が祭られ，これら

の堂社は各町内部の杜会集団を結びつける紐帯と

して機能していた。今もなお町内会という社会集

団の拠り所となっており，大町の毘沙門堂や西の

宮町の薬師堂はこの典型である。

　しかし，近世中期には北関東で農村荒廃が起こ

り，結城町の経済にも少なからず影響を与えた。

この頃から近江商人の進出がみられ，町の有力商

人の交代が起こったと考えられる。近世申期から

明治前期まで，茨城県南部・西部では近江商人の

進出がみられ，彼らは主に酒造業を営んだ。結城

町においても例外ではなく，近江商人は酒造業に

よって富を蓄え，町内の自治組織にも中心的役割

を果たすようになった。このことは，！870年牛頭

天王杜に健田神社が合祀され健田須賀神社になる

と，近江商人が健田須賀神社の祭礼にも主導的役

割を担ったことから明らかである。すなわち，結

城町の近世初期からの社会集団は，近世後期に

なって再編成が進行したものと推測されよう。

　また，近世中期以降には，町という地縁的な地

域集団のほかに，遠隔地への参拝講の隆盛がみら

れ，職業的なつながりをもとにした社会集団も成

立した。さらに，町の堂社が町内の人々の信仰だ

けではなく，より広い範囲の人々の信仰の対象と

なったものも生まれた。こうした明治中期頃まで

にみられた現象は，個々人からみれば，複数の信

仰集団に加入する契機が増加し，社会集団の構成

と信仰の分離がより進んだとみることもできる。

　その後，町を単位とした社会集団は，全戸加入
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を原則とする町内会という自治組織へと改編され

た。しかし，全戸加入は原則であって，実際には

浦町の明治・大正期の事例のように一定の町費を

納める家々のみに役員の選挙権・被選挙権が与え

られていた。町内会は，昭和初期に納税組合とし

ての機能が付加され，第2次世界大戦中の常会を

経て，現行のような町内会組織へと移行した。現

行の町内会は全戸が加入し，その選挙に基づいて

評議員が選出される。さらに評議員の互選により

役員が決定されるが，その際近世以来の町内の

上・中・下町といった地区割りが重視され，偏重

がないよう配慮されるのが一般的である。この結

果，町内会の役員は依然として町内の旧家から選

出される事例が多く，農村部にみられる役員の持

ち回りではないことが，城下町に起源を有する結

城町の一つの特色であるといえよう。

　さらに，現在でも町内会費は一律ではなく，家

格によって決められており，会費の高低はそのま

ま町内会への参与意識の差異を作り出している。

この善し悪しはともかくとして，町内会の運営が

旧家を中心としているがために，町内会が単なる

行政組織の末端ではなく，町内会の主たる機能が

祭礼への参加と運営に置かれている一因と考えら

れる。この結果，町内会は町内の堂社の維持・管

理をなすとともに，健田須賀神社の祇園祭を支え

る基盤を提供している。もちろん，高度経済成長

期には町内会のみでは祇園祭を支えることはでき

ず，結城市あげての祭礼への取り組みがなされた。

この現象はいずれの都市でもみられるが，このよ

うな都市商業の振興を目的とした祭礼はその意義

を失いつつあり，結城町でも新たな都市祭礼のあ

り方を模索しなければならない時期に達したとい

えるであろう。

　本稿を作成するにあたり，結城市役所，結城市公民館には，貴重な資料を提供して戴きました。とくに，

木暮昭寛，斎藤伸明の両氏には，格別のご配慮を賜りました。また，西の宮，石町両町内会をはじめとす

る結城市のみなさまからは，現地調査の際，多大なる御協力を戴きました。記して感謝申し上げます。な

お本研究の一部には，平成7年度筑波大学学内プロジェクト奨励研究「鬼怒川流域の文化生態」（代表者，

中州正）及び平成7年度文部省科学技術研究費補助金（特別研究員奨励費1190，松井圭介）を用いた。
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